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114人の戦没者がまつられる吉田の招魂社

　

今
年
は
戦
後
70
年
に
当
た
り
、

８
月
15
日
の
「
終
戦
記
念
日
」
を

前
に
市
内
で
も
平
和
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
遺
跡
と
し

て
は
、
香
取
海
軍
航
空
基
地
に
関

す
る
掩
体
壕
や
戦
後
、
町
村
ご
と

に
戦
死
者
の
慰
霊
の
た
め
に
建
て

ら
れ
た
忠
魂
碑
・
慰
霊
碑
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

吉
田
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
熊
野

神
社
が
あ
り
、
そ
れ
を
背
に
し
て

「
招
魂
社
」
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
招
魂
社
は
幕
末
、
明
治
維
新

期
の
戦
争
犠
牲
者
を
明
治
新
政
府

が
慰
霊
の
目
的
で
設
立
し
、
そ
の

後
に
各
地
で
建
て
ら
れ
、
靖
国
神

社
や
護
国
神
社
と
改
称
さ
れ
た
と

さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
ま
つ
ら
れ
る
招
魂
社
は

こ
こ
一
社
の
み
で
、
説
明
板
に
は

「
招
魂
社
の
い
わ
れ
」と
し
て
次
の

よ
う
に
あ
り
ま
す
。
明
治
45（
１
９

１
２
）年
に
帝
国
在
郷
軍
人
会
吉

田
村
分
会
が
招
魂
社
を
設
立
し
、

毎
年
４
月
３
日
の
村
の
春
季
祭
日

に
合
わ
せ
て
別
名「
三
の
午
」と
呼

ば
れ
る
招
魂
祭
を
村
民
あ
げ
て

行
っ
て
き
た
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
社
の
右
側
に
高
さ
60
㎝
ほ
ど

の
供
養
碑
が
あ
り
、
同
村
出
身
者

が
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
の
西

南
戦
争
に
出
征
し
現
在
の
熊
本
県

山
鹿
市
で
戦
死
し
た
こ
と
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
生
家
の
墓
所
に

あ
っ
た
碑
が
招
魂
社
が
ま
つ
ら
れ

た
こ
と
で
こ
こ
に
移
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
市
内
で

も
西
南
戦
争
へ
の

出
征
兵
士
が
あ
っ

た
こ
と
は
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
供
養
碑

が
あ
る
の
は
珍
し

い
こ
と
で
す
。

　

左
側
の
従
軍
紀

念
碑
に
は
、
明
治

37
（
１
９
０
４
）
年
か
ら
翌
年
の

日
露
戦
争
の
出
征
軍
人
33
人
の
名

前
が
刻
ま
れ
、
並
木
栗
水
が
題
字

を
書
い
て
い
ま
す
。
栗
水
は
江
戸

時
代
後
期
に
香
取
郡
御
所
台（
現

在
の
多
古
町
）に
生
ま
れ
た
儒
学

者
で
、
晩
年
は
郷
里
で
私
塾
を
開

き
多
く
の
門
人
を
教
育
し
ま
し
た
。

吉
田
村
に
も
栗
水
の
門
人
が
い
た

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
碑
に

も
関
係
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

日
露
戦
争
に
出
征
し
た
同
村
の

兵
士
が
戦
死
し
た
、
と
生
家
に
連

絡
が
あ
っ
た
も
の
の
、
生
存
し
て

帰
郷
し
た
の
で
、
当
時
の
千
葉
毎

日
新
聞
に
「
挺
身
隊
の
勇
士
」
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
人
は
後

に
吉
田
村
在
郷
軍
人
会
の
会
長
や

村
長
を
務
め
、
招
魂
社
の
設
立
に

尽
力
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

明
治
30
年
代
後
半
か
ら
大
正
時

代
に
か
け
て
郡
教
育
会
や
町
村
で

郷
土
誌
の
編
集
が
進
め
ら
れ
、
村

誌
な
ど
に
は
日
清
・
日
露
戦
争
で

の
戦
没
者
名
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

吉
田
の
招
魂
社
に
ま
つ
ら
れ
る

戦
没
者
は
１
１
４
人
。
現
在
は
招

魂
社
を
ま
も
る
会
が
護
持
に
努
め

て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）
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の
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を
海
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研
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に
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屋
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口
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鈴 
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と
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子

も
ぢ
ず
り
や
捩
れ
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じ
れ
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意
を
通
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光
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江
子

空
揺
ら
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泰
山
木
の
白
き
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八
日
市
場
イ　

椎
名　

晴
江

干
し
上
が
る
十
薬
も
早
や
薬
の
香 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

畑
一
面
向
日
葵
蒔
く
日
戸
戸
総
出 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

絵
日
記
の
ば
あ
ば
は
ピ
ン
ク
芝
ざ
く
ら 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

棒
読
み
の
愛
の
告
白
夏
芝
居 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

学
歴
を
問
わ
ぬ
と
聞
い
て
出
る
パ
ー
ト 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

運
動
会
は
ち
切
れ
そ
う
な
い
な
り
ず
し 

西
小
笹　
　
　

布
施　

辰
男

終
戦
日
孫
と
折
っ
て
る
千
羽
鶴 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

夏
休
み
は
ら
か
ら
囲
む
盆
の
膳 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

夏
休
み
日
焼
け
し
た
子
の
歯
が
白
い 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

夏
休
み
掬
っ
た
金
魚
に
名
を
付
け
る 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

夏
休
み
て
ん
や
わ
ん
や
の
忙
し
さ 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

夏
休
み
民
宿
並
み
の
大
家
族 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

オ
ム
ツ
当
て
意
気
軒
昂
で
百
を
超
え 
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田　
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